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育ちゃん
郷ちゃん

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
津
。
こ
の
福
津
と
い
う
「
郷
」

で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
地
域
を
育

て
て
い
け
た
ら
。
そ
ん
な
思
い
で
作
っ
て
い
る
、
こ
の
「
郷
育

か
わ
ら
版
」。
今
年
、
福
津
市
10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、

紙
面
を
一
新
し
ま
し
た
。「
郷
育
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
講
座
や
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に

「
郷
育
」
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
に
は
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
く
学
べ
る
講
座
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
最
近
開
催
さ
れ
た
講

座
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

藍
の
家
で

藍
染
め
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

う
み
が
め
ク
ラ
ブ
と

わ
く
わ
く
生
き
も
の
教
室

開
催
日
　
8
月
7
日

講
師
　
光
陵
高
校
う
み
が
め
ク

ラ
ブ

　
福
津
に
生
息
す
る
生
き
も
の

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
後
は
、
実

際
に
う
み
が
め
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が

育
て
て
い
る
水
槽
の
魚
を
観
察
し

た
り
、
う
み
が
め
の
甲
羅
に
触
れ

た
り
し
て
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

開
催
日
　
8
月
5
日

講
師
　
柴
田
　
奈
緒
美
さ
ん

　
か
つ
て
染
物
屋
だ
っ
た
藍
の
家

は
、
築
１
０
０
年
以
上
に
な
る
歴

史
的
文
化
財
産
で
す
。

　
こ
こ
で
受
講
生
一
人
一
人
が
丁

寧
に
染
め
た
ハ
ン
カ
チ
や
手
ぬ
ぐ
い

は
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
す
て

き
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
「
福
津
の
夏
学
校
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　「
福
津
の
夏
学
校
」
と
は
、
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
津
の
魅
力
に
気

づ
き
、
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
7
月
25
日
に
宮
司
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
開

催
し
、
大
人
、
子
ど
も
合
わ
せ
て
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
福
津
の
海
岸
で
拾
っ
た
貝
や
流
木
で

作
る
貝
殻
ア
ー
ト
、
藍
の
た
た
き
染
め

ハ
ン
カ
チ
づ
く
り
、
福
津
野
菜
で
作
る

ア
イ
ス
ク
リ
ン
な
ど
を
体
験
。
福
津
の

生
き
物
、
食
べ
物
、
暮
ら
し
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
参
加
者
み
ん
な
で
共

有
す
る
こ
と
の
で
き
る
楽
し
い
夏
の
ひ

と
時
に
な
り
ま
し
た
。

予
約
。

受
付
期
限
　
10
月
15
日
（
木
） 

応
募
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推
進

課
☎
５
２
・
４
９
６
９
　
F
A
X
５

２
・
４
４
６
９
　

※

フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
送
信
後
に
確

認
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス・ふ
く
ま
で
は
、

10
月
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま

す
。「
見
て
い
て
楽
し
く
な
る
よ
う
な

も
の
」「
な
ん
だ
ろ
う
！
と
見
入
っ
て

▲伝統的な染め方を学びます！▲甲羅を背負ってうみがめの気分を体験！

▲福津に暮らす生き物に子どもたちは興味津々

　講座を受講するには、カレッジ生として登録す
る必要があります。講座の内容は、市公式ホーム
ページの郷育カレッジ講座一覧や公共施設に置
いている冊子で確認できます。詳しくは、市郷育
推進課まで問い合わせください。

　定員に空きがある講座の受講生を追加募集
します。先着順ですので定員に達ししだい、受け
付けを終了します。
●受付開始　９月２４日（木）

14：00 ～ 16：00
宗像とはどんなところか（水）

7日

10：00 ～ 12：00
中世の浦・島と宗像氏（戦国時代）

10：00 ～ 11：30
小学校の遺跡見学

10：00 ～ 12：00
アサギマダラを観察しよう

14：00 ～ 17：00
宗像の歴史めぐり（古墳編）

10：00 ～ 12：00
反射神経と“バランス力”アップの
トレーニング②

13：30 ～ 16：30
津屋崎に塩田があったなんて

10：00 ～ 11：30
やりたいこと知りたいこと再発見！

（木）
8日

（金）
9日

（土）
17日

（水）
21日

（金）
23日

（金）
30日

（土）
31日

市郷育推進課（津屋崎庁舎）☎５２・４９６９
受付、問い合わせ

今なら間に合う!!今なら間に合う!!
10月 郷育カレッジ講座

親
子
野
外
活
動
支
援
事
業
の

植
物
観
察
参
加
者
を
募
集

郷
育
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
こ
に
こ
展
作
品
募
集

　　
市
内
に
生
息
す
る
い
ろ
い
ろ
な
植
物

を
観
察
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
前
11
時
30
分

集
合
場
所
　
市
中
央
公
民
館
（
観
察

場
所
ま
で
市
の
バ
ス
で
移
動
）

講
師
　
薛
孝
夫
さ
ん
（
西
日
本
短
期

大
学
緑
地
環
境
学
科
特
任
教
授
）

対
象
　
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

合
わ
せ
て
20
人
程
度

参
加
費
　
無
料

託
児
　
子
ど
も
一
人
３
０
０
円
。
生

後
６
か
月
か
ら
未
就
学
児
ま
で
。
要

　

せ
つ
た
か
お

ボランティアハウス・ふくまの月替わり
作品展に、お越しください。

◆10月の展示

「にこにこ展」
市民の皆さんから募集した作品展
10月1日（木）から10月31日（土）まで

10：00～18：00
日曜・水曜日
ボランティアハウス・ふくま
☎42・9071

開 館 時 間
休 館 日
問い合わせ

し
ま
う
よ
う
な
も
の
」「
な
る
ほ
ど
と

感
心
す
る
よ
う
な
も
の
」
の
絵
や
写

真
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
で
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
人

募
集
期
間
　
９
月
14
日
（
月
）
〜
９

月
29
日
（
火
）

応
募
方
法
　
募
集
期
間
中
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
・
ふ
く
ま
へ
作
品
を
持

参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
品
は
展
示

終
了
後
、
返
却
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
10
月
１
日
（
木
）
〜
10

月
31
日
（
土
）　 

問
い
合
わ
せ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
・

ふ
く
ま
☎
４
２
・
９
０
７
１
　

※

日
曜
・
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

企
画
編
集
　
福
津
市
郷
育
推
進
課（
津
屋
崎
庁
舎
）　
☎
５
２
・
４
９
６
９

ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見

講
座
あ
れ
こ
れ

│ 

カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト 

│
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あじさいロード
［地域婦人会だより］

囲碁・将棋大会
7月例会結果

俳 

句

　住民の皆さんが地域のことを考え、参加するきっか
けとするため、奇数月の第３土曜日・翌日曜日を「地域
の日」と定めています。

アンビシャス広場とは、子どもたちが放課
後や休日に地域で安心して立ち寄ること
のできる「居場所」です。

福
津
市
将
棋
同
好
会

【
1
位
】A
滝
口
純
一 

B
佐
藤
幸
四
郎 

C
村

上
良
明 

D
安
松
辰
男 

E
赤
星
文
雄 

F
蒲
生

守■
連
絡
先
　
吉
村
友
行
☎
4
3
・
1
3
0
8

福
津
市
囲
碁
会

【
1
位
】❶
今
丸
滇 

❷
福
田
豊 

❸
吉
田
幸
博 

❹
藤
井
修 

❺
中
嶋
孚 

❻
柳
川
正
尚 

❼
桜
井

峰
治 

❽
城
野
正
雄

■
次
回
　
10
月
11
日（
日
）午
前
10
時
受
付
締
め
切
り

■
会
場
　
市
中
央
公
民
館
　
和
室

■
連
絡
先
　
三
原
敏
男
☎
4
2
・
3
9
1
6

　
　
　
　
　
井
本
雅
文
☎
4
2
・
0
5
6
6

市
実
年
囲
碁
会

【
1
位
】❶
牛
垣
徹 

❷
猪
俣
征
雄 

❸
佐
藤
辰

　
宿
題
や
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
、
裏

山
を
駆
け
回
っ
て
の
遊
び
と
元
気

よ
く
飛
び
跳
ね
る
子
ど
も
た
ち
で

に
ぎ
や
か
な
広
場
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
仲
間
を
大
切
に

し
、
思
い
や
り
を
育
み
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
で
き
る
よ

う
、
節
目
節
目
に
自
然
学
習
、
体

験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
地
区
　
福
間
南
小
学
校
区

施
設
名
　
四
角
公
民
館
、
光
陽
台

南
公
民
館
　

開
所
日
　
毎
週
火
曜
日

連
絡
先
　
船
越
さ
ん
☎
０
９
０
・

１
０
８
０
・
６
２
８
７

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
8
月
8
日
に
津
屋
崎
中

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
学
校
の
児
童
生
徒
の
代
表
が

「
私
の
地
域
自
慢
」「
守
っ
て
い
き

た
い
地
域
の
良
さ
」
な
ど
、
地
域

に
対
す
る
思
い
や
学
ん
だ
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
人
と

子
ど
も
を
交
え
た
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
地
域
に
対
す
る
思
い
や
学

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
地
域
の
人
と
い
っ
ぱ
い
話
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
も
っ
と
話
し
た
い
。」

と
語
って
い
ま
し
た
。

福間南小校区アンビシャス広場の紹介 地域について話し合いました！

みんなおいでよ

地 域 の 日
●福津市郷育推進課（津屋崎庁舎）　☎５２・４９６９

▲グループでの話し合いの様子▲デイキャンプでの夕飯の様子

　
毎
年
、
各
県
の
地
域
婦
人
会
と
交
流
、
研

修
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
開
催
さ
れ
る
全

国
地
域
婦
人
会
大
会
が
、
一
巡
し
、
再
び
47

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら

2
日
間
、
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
福
津
市
の
地
域
婦
人
会
も
、
延
べ
55
人
で

参
加
し
ま
す
。

　
こ
の
全
国
大
会
を
通
し
て
、
会
員
の
意
識
向

上
と
連
帯
感
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
井
手
和
子
さ
ん
☎
4
2
・

2
5
2
4

全
国
地
域
婦
人
会
大
会
が

47
年
ぶ
り
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す

あ
じ
さ
い
の
花
が
ら
摘
み
を
終
え
て

市
内
の
俳
句
愛
好
会
の
か
た
が
た
の
作
品
で
す
。

一
般
投
稿
の
締
め
切
り
は
、前
月
15
日
で
す
。

投
稿
先
　市
中
央
公
民
館

☎
4
3・2
1
0
0
　F
A
X
4
3・2
8
6
8

夫 

❹
阿
部
学 

❺
中
嶋
一 

❻
安
田
礼
一 

❼
松

尾
正
久 

❽
武
田
隆
幸 

❾
相
部
清
人 

1
大
大

俊
一

■
次
回
　
10
月
６
日（
火
）、10
月
20
日（
火
）

午
前
10
時
受
付
締
め
切
り

■
会
場
　
市
中
央
公
民
館
　
和
室

■
連
絡
先
　
満
生
忠
雄
☎
4
3・2
4
2
0

津
屋
崎
囲
碁
同
好
会

【
1
位
】A
石
松
良
治 

B
中
嶋
孚 

C
宮
川
義

信 

D
城
野
正
雄

■
次
回
　
９
月
27
日（
日
）午
前
10
時
受
付
締
め
切
り

■
会
場
　
福
津
市
文
化
会
館

■
連
絡
先
　
永
島
和
美
☎
5
2・5
6
1
0

紙
面
の
都
合
上
、上
位
者
の
み
の
掲
載
と
な
り

ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
婦
人
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
地
域
婦
人
会
は
、
平
成
2
年
、
西

郷
川
岸
辺
に
あ
じ
さ
い
を
植
え
「
あ
じ
さ
い

ロ
ー
ド
」
と
名
づ
け
て
、
年
3
回
の
草
刈
り
、

花
が
ら
摘
み
、
捕
植
、
肥
料
や
り
を
行
って
き

ま
し
た
。
今
年
も
5
月
に
草
刈
り
、
7
月
に

花
が
ら
摘
み
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
助
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
あ
じ
さ
い
ロ
ー

ド
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

近
所
の
か
た
に
も
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
、
道
行

く
人
も
気
持
ち
よ
く
行
き
来
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も

動
け
る
限
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
と

思
って
い
ま
す
。

【
太
郎
丸
俳
句
会
】

花
鰹
た
っ
ぷ
り
か
け
し
冷
奴

　木
下
正
治

　／

　語
り
部
の
夏
七
十

年
を
さ
か
の
ぼ
る

　薄
美
津
子

　／

　白
鷺
や
雛
を
う
な
が
す
親

ご
こ
ろ

　黒
岩
貴
美
子

　／

　昼
寝
覚
す
っ
き
り
棚
置
き
忘
れ

　山

田
章

　／

　秒
針
は
人
の
鼓
動
に
似
て
晩
夏

　目
代
タ
カ
子

　／

　

C
D
軍
歌
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
浮
人
形

　塩
毛
信
子

　／

　嵐
去
り
南
瓜

ご
ろ
ん
と
熟
れ
て
を
り

　中
村
加
寿
子

　／

　楠
大
樹
炎
暑
の
昼

を
裏
返
す

　下
瀬
孝
子

　／

　味
噌
汁
を
濃
く
し
て
梅
雨
の
明
け
に

け
り

　高
見
元
子

　／

　七
月
や
更
地
と
な
り
て
風
通
る

　坂
上
俊

恵

　／

　リ
ハ
ビ
リ
の
窓
辺
に
見
ゆ
る
時
計
草

　納
冨
早
苗

　／

　

夏
草
の
我
を
引
く
な
と
根
を
張
り
し

　真
子
敬
明

　／

　夏
草
の
刈

り
残
さ
れ
て
風
に
な
る

　吉
田
照
子

　／

　昏
れ
て
よ
り
立
夏
の
風
の

生
れ
に
け
り

　竜
口
雅
博

　／

　夏
休
み
子
供
は「
猿
」と
思
う
時

　

松
下
桂
子

　／

　梅
雨
の
い
う
重
た
き
時
間
本
を
読
む

　薄
多
佳
子

【
海
】

サ
ン
グ
ラ
ス
格
好
ば
か
り
釣
果
な
し

　凡
天

　／

　あ
じ
さ
い
や
肩
を

寄
せ
合
う
石
の
段

　つ
る
み
つ
を

　／

　目
印
の
ノ
ー
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
照
り

映
え
る

　前
田
フ
ヂ
エ

　／

　初
心
者
マ
ー
ク
車
す
い
す
い
青
田
風

　

小
林
淑
子

　／

　重
ね
来
し
身
を
正
す
術
鉄
線
花

　田
中
照
子

　／

　

七
夕
や
宝
石
箱
を
開
け
て
見
る

　岡
部
ヤ
エ
子

　／

　短
夜
や
と
き
め

く
ド
ラ
マ
終
り
た
る

　原
田
令
子

【
津
屋
崎
俳
句
会
】

朝
顔
の
ま
づ
ま
っ
先
に
陽
を
捕
ら
へ

　松
尾
忠
義

　／

　花
合
歓
や
乾

き
し
胸
を
濯
ぎ
お
り

　藤
山
佳
子

　／

　丑
の
日
に
う
な
ぎ
の
列
を

素
通
り
す

　室
元
松
希
興

　／

　露
地
裏
へ
沈
み
ゆ
く
陽
の
余
韻

か
な

　鈴
木
敦
子

　
　

【
一
般
投
稿（
短
歌
）】

悠
久
の
昔
の
す
が
た
想
い
つつ
観
世
音
寺
の
鐘
楼
に
立
つ

　松
本
蓮

　／

水
芭
蕉
ワ
タ
ス
ゲ
白
く
風
に
揺
れ
一
輪
草
は
木
蔭
に
咲
け
る

　宗
像

治
子

　／

　半
月
の
光
増
し
見
ゆ
夕
空
に
夜
ガ
ラ
ス
の
声
遠
ざ
か
り

行
く

　徳
永
タ
ミ
子

　／

　ウ
イ
ー
ン
よ
り
遥
々
空
を
越
え
て
来
し

少
年
達
の
清
き
歌
声

　山
本
夏
枝

　／

　水
漬
く
屍
鎮
魂
な
き
ま
ま

七
十
年
恨
み
は
深
し
日
本
海
と
ふ

　方
木
修
一

　／

　蝉
し
ぐ
れ
親

し
き
友
の
文
絶
え
て
思
い
は
募
る
あ
れ
か
ら
二
年

　宙
燃

　／

　シ
ド

ニ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
青
色
の
ラ
イ
ン
を
歩
き
金
高
橋
を

　阿
部
英

子

　／

　オ
ラ
ン
ダ
の
空
港
で
会
え
し
弟
よ
病
快
癒
し
い
ざ
リ
ス
ボ
ン
へ

坂
口
怜
子

　／

　雲
の
峰
く
ぐ
り
電
車
の
ま
っ
し
ぐ
ら
何
も
か
も
た
よ

り
な
く
炎
天
に
消
ゆ

　佐
々
木
冴
子

　／

　縫
物
は
針
一
本
の
は
こ

び
か
ら
雑
布
一
枚
正
絹
一
反

　川
本
幸
重

【
一
般
投
稿（
俳
句・川
柳
）】

蠑
螺
焼
く
香
り
の
中
の
漁
師
た
ち

　御
幸
静
恵

　／

　ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
後
期
高
齢
ま
だ
達
者

　中
原
恵
子

　／

　絵
の
な
か
に
入
っ
て
み

た
い
泳
ぐ
鯉

　管
田
圭
秀

　／

　朝
顔
に
ひ
か
げ
貰
い
て
癒
さ
れ
し

　

古
賀
新
太
郎

　／

　草
刈
は
年
寄
り
ば
か
り
蟬
時
雨

　碧
水

　／

　

逢
へ
る
日
の
心
の
揺
れ
を
如
何
に
せ
ん

　中
島
久
次

（
敬
称
略
）

し
が
ら
み

ち
ょ
う
か

す
べ

ね

　

 

む

ま

ゆ

す
す

市
内
の
囲
碁
・
将
棋
同
好
会
の
例
会
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
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